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明らかにしたOその結果,クォーク段階では (j-五 m-与)- (i-1k+i,m--3:)の光子励起が他よ
りも強く起っていることがわかった (1k-1,2)｡これから1k≧3でも同様なことが期待され,lk-3でも唯
一つある実験値からは部分的支持が得られている｡ これはたいへん興味ある結果であって, 今後,Glア
(2190),H19(2220)などの核子共鳴状態についての実験が進めば,予想の正否を判定できるはずである｡
遷移をひき起す光子の多重極に関する選択則については,独立子粒措像でも非相対論的模型の結果がそ
のまま成 り立ち,実験値もほぼそれに合っている｡
主論文で得られた上記の結果は,素粒子の構造と相互作用を明らかにするためにきわめて重要なもので
あり,申請者の研究は複雑な実験データを見通しよく整理する有用な方法を示したものと云うことができ
る｡
参考論文1ほ一つの空孔を持つ媒質中での量子化された場の振舞いを調べたもので,双対共鳴状態の理
論の一つの重要な側面を論じたものであるO参考論文 2は光子と核子との衝突による1個の7t中間子発生
の過程に対する反応行列を,核子の共鳴状態の寄与の和としてあらわし,各荷電スピンおよび-リシティ
変化についてその実数および虚数部分の振舞いをくわしく調べたものである｡これらの参考論文はいづれ
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もこの分野における申請者の研究者としての力量をよく示している｡
よって,本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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